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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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２

災
害
時
に
非
常
通
信
を
行
う
無
線
局
等
に
係
る
手
数

料
等
の
免
除
関
係

地
震
等
の
非
常
の
事
態
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
専
ら
人
命
の
救
助
、
災

害
の
救
援
等
の
た
め
に
必
要
な
通
信
又
は
第
一
〇
二
条

の
二
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
無
線
通
信
を
行
う
無
線

局
の
う
ち
、
当
該
地
震
等
に
よ
る
被
害
の
発
生
を
防
止

し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
に
必
要
な
通
信
を
行
う
無
線

局
と
し
て
総
務
大
臣
が
認
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
臨
時

に
開
設
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
無
線
局
の
免
許
申
請

等
に
係
る
手
数
料
及
び
電
波
利
用
料
を
免
除
す
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
〇
三
条
第
二
項
及
び
第
一
〇
三
条
の
二

第
一
四
項
関
係
）

３

技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
表
示
関
係

適
合
表
示
無
線
設
備
を
組
み
込
ん
だ
製
品
を
取
り
扱

う
こ
と
を
業
と
す
る
者
は
、
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
製
品
に
組
み
込
ま
れ
た
適
合
表
示
無
線
設

備
に
付
さ
れ
て
い
る
表
示
と
同
一
の
表
示
を
当
該
製
品

に
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
八
条
の

七
第
二
項
等
関
係
）

〔
法

律
〕

〇
放
射
線
を
発
散
さ
せ
て
人
の
生
命
等
に
危

険
を
生
じ
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
二
五
）

M

〇
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
二
六
）

N

〇
短
時
間
労
働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に

関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
二
七
）

J
L

〇
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
を
図
る
た
め
の
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
二
八
）

J
M

〔
政

令
〕

〇
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る

行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期

日
を
定
め
る
政
令
（
一
六
五
）

K
K

〇
自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷
さ
せ
る

行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
一
六
六
）

K
L

〇
農
林
漁
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
発
電
の

促
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め

る
政
令
（
一
六
七
）

〔
省

令
〕

〇
電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（
総
務
四
六
）

K
L

〔
告

示
〕

〇
全
国
消
費
実
態
調
査
規
則
に
基
づ
く
、
調

査
票
の
様
式
を
定
め
る
件（
総
務
一
六
八
）

K
L

〇
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
第
二
十

二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
危
機
対
応

業
務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業
務
の
実
施

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示

（
財
務
・
農
林
水
産
・
経
済
産
業
五
）

N
J

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

N
O

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管

理
機
構
、
独
立
行
政
法
人
産
業
技
術
総
合

研
究
所
計
量
法
施
行
規
則
第
百
二
十
一
条

に
基
づ
く
一
般
計
量
教
習
、
日
本
私
立
学

校
振
興
・
共
済
事
業
団
共
済
規
程
の
一
部

変
更
・
共
済
運
営
規
則
の
一
部
変
更
、
日

本
放
送
協
会
放
送
受
信
規
約
の
一
部
変

更
、
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
役
員

就
任
並
び
に
退
任
、
型
式
適
合
認
定
関
係

P
I

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
関

係

P
L

会
社
そ
の
他

P
M

会
社
決
算
公
告

P
O

◇
放
射
線
を
発
散
さ
せ
て
人
の
生
命
等
に
危
険
を
生
じ
さ

せ
る
行
為
等
の
処
罰
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
法
律
第
二
五
号
）（
原
子
力
規
制
委
員
会
）

１

定
義

^

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
核
燃
料
物
質
」と
は
、

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
三
二
年
法
律
第
一
六
六
号
）
第

二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
特
定
核
燃
料
物
質
を
い
う

も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
五
項
関
係
）

_

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
原
子
力
施
設
」
と
は
、
核

原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関

す
る
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
原
子
力
施
設
を

い
う
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
六
項
関

係
）

２

特
定
核
燃
料
物
質
輸
出
入
罪

^

特
定
核
燃
料
物
質
を
、
み
だ
り
に
、
本
邦
若
し
く

は
外
国
に
輸
入
し
、
又
は
本
邦
若
し
く
は
外
国
か
ら

輸
出
し
た
者
は
、
七
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
一
項
関
係
）

_

^

の
罪
の
未
遂
は
、
罰
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
六
条
第
二
項
関
係
）

`

^

の
罪
を
犯
す
目
的
で
、そ
の
予
備
を
し
た
者
は
、

三
年
以
下
の
懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し

た
。
た
だ
し
、
^

の
罪
の
実
行
の
着
手
前
に
自
首
し

た
者
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
し
、
又
は
免
除
す
る
も
の

と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第
三
項
関
係
）

３

強
要
罪

原
子
力
施
設
に
対
し
て
行
わ
れ
る
行
為
若
し
く
は
原

子
力
施
設
の
運
転
を
妨
害
す
る
行
為
に
よ
り
人
の
生

命
、
身
体
若
し
く
は
財
産
に
害
を
加
え
る
こ
と
を
告
知

し
て
脅
迫
し
、
義
務
の
な
い
行
為
を
す
る
こ
と
又
は
権

利
を
行
わ
な
い
こ
と
を
要
求
し
た
者
は
、
五
年
以
下
の

懲
役
に
処
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
八
条
関

係
）

４

こ
の
法
律
は
、
核
物
質
の
防
護
に
関
す
る
条
約
の
改

正
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
法
律
第
二
六
号
）

（
総
務
省
）

１

電
波
利
用
料
制
度
の
見
直
し
関
係

^

免
許
人
等
が
電
波
利
用
料
と
し
て
国
に
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
金
額
の
改
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
〇
三
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
、
第
五
項
〜

第
八
項
及
び
別
表
第
六
〜
別
表
第
八
関
係
）

_

広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
第
一
号
包
括
免
許
人

が
電
波
利
用
料
と
し
て
同
等
の
機
能
を
有
す
る
無
線

局
の
区
分
ご
と
に
国
に
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
金

額
に
つ
い
て
、
上
限
額
（
当
該
第
一
号
包
括
免
許
人

が
使
用
す
る
広
域
専
用
電
波
の
周
波
数
の
幅
等
に
基

づ
き
算
定
さ
れ
る
金
額
）
を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
〇
三
条
の
二
第
七
項
及
び
第
八
項
関
係
）

`

免
許
人
の
申
請
に
基
づ
き
、
広
域
専
用
電
波
に
係

る
電
波
利
用
料
を
延
納
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
し
た
。（
第
一
〇
三
条
の
二
第
一
九
項
関
係
）

a

電
波
利
用
料
の
使
途
の
特
例
と
し
て
、当
分
の
間
、

放
送
法
（
昭
和
二
五
年
法
律
第
一
三
二
号
）
第
二
条

第
一
五
号
に
定
め
る
地
上
基
幹
放
送
（
音
声
そ
の
他

の
音
響
の
み
を
送
信
す
る
も
の
に
限
る
。）を
直
接
受

信
す
る
こ
と
が
困
難
な
地
域
に
お
い
て
必
要
最
小
の

空
中
線
電
力
に
よ
る
当
該
地
上
基
幹
放
送
の
受
信
を

可
能
と
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
中
継
局
そ
の
他
の
設

備
の
整
備
の
た
め
の
補
助
金
の
交
付
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
た
。（
附
則
第
一
五
項
関
係
）

˜
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